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世
界
各
地
で
頻
発
す
る
異
常
気
象

今
夏
の
気
象
は
地
球
が
異
常
な
状
態
に
あ
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
る
の
に
十
分
な
現
象
で
あ
っ

た
。
日
本
で
は
関
東
甲
信
、
東
海
、
近
畿
、
九

州
北
部
で
戦
後
最
高
の
気
温
と
な
り
、
全
国
に

配
置
さ
れ
て
無
人
で
気
象
を
測
定
す
る
ア
メ
ダ

ス
は
一
九
七

0
年
代
の
設
置
以
来
、
二
割
の
地

点
で
最
高
気
温
を
記
録
し
、
埼
玉
県
熊
谷
市
で

は
四
一
・
一
度
と
い
う
日
本
の
観
測
史
上
最
高

気
温
を
記
録
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
の
熱
中

症
搬
送
者
は
過
去
最
高
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
で
も
同
様
で
あ
り
、
北
緯
六
七
度
二
五

分
と
い
う
北
極
圏
内
に
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

ソ
ダ
ン
キ
ュ
ラ
で
は
七
月
の
平
均
気
温
を
―
二

度
上
回
る
三
二
度
を
記
録
し
た
。
も
と
も
と
高

温
の
地
域
で
は
、
さ
ら
に
極
端
な
状
態
が
出
現

し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ワ
ル
グ
ラ
で
は
最
高
気

温
が
五
一
度
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ス
バ
レ

ー
で
は
五
二
度
を
記
録
し
、
オ
マ
ー
ン
の
ク
リ

ャ
ッ
ト
で
は
夜
間
の
最
低
気
温
で
さ
え
四
三
度

に
到
達
し
た
。

森
林
火
災
も
深
刻
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
で
は

長
野
全
県
に
匹
敵
す
る
面
積
の
森
林
が
、
ア
メ

リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
札
幌
市
域
と
同

等
の
面
積
の
森
林
が
消
滅
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ

ャ
の
首
都
ア
テ
ネ
の
近
郊
で
は
森
林
火
災
に
よ

急
増
し
て
き
た
二
酸
化
炭
素

り
八
十
名
以
上
が
焼
死
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

南
部
の
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
、
中
部

の
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
を
経
由
し

て
、
北
部
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ま

で
森
林
火
災
が
警
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
反
対
に
豪
雨
も
発
生
し
て
い
る
。
今
年

七
月
の
四
国
地
方
と
東
海
地
方
で
は
、
観
測
史

上
冠
大
の
平
年
の
二
倍
か
ら
四
倍
の
豪
雨
と
な

っ
た
。
世
界
で
も
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ナ
ブ
ー
ル

で
観
測
史
上
最
多
の
降
雨
で
洪
水
が
発
生
、
ギ

リ
シ
ャ
の
ア
ル
ゴ
ス
で
も
豪
雨
に
よ
る
洪
水
が

発
生
、
メ
キ
シ
コ
の
ク
リ
ア
カ
ン
で
は
、
降
雨

の
な
か
っ
た
九
月
の
豪
雨
で
洪
水
が
発
生
と
い

う
状
態
で
あ
る
。
「旧
約
聖
書
』
の
「
ノ
ア
の

方
舟
」
を
想
像
さ
せ
る
事
態
で
あ
る
。

，
こ
の
よ
う
な
異
常
事
態
が
偶
然
の
結
果
か
長

期
の
傾
向
か
に
つ
い
て
確
定
し
た
見
解
は
な
い

し
、
原
因
が
自
然
現
象
な
の
か
人
間
活
動
が
影

響
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
学
者
の
意
見
が
一

致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

一
九

八
八
年
に
開
設
さ
れ
た
国
際
連
合
の
気
候
変
動

に
つ
い
て
の
政
府
間
パ
ネ
ル

（ー
P
C

C
)
は

一
貫
し
て
人
間
活
動
が
主
要
な
原
因
で
あ
る
と

し
て
、
一
九
九

0
年
の
「
第
一
次
報
告
書
」
以

降
、
五
回
の
報
告
を
発
表
し
て
い
る
。
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図 1 大気温度の変化（℃）
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地
球
が
誕
生
し
て
か
ら
四
十
六
億
年
の
時
間

が
経
過
し
て
い
る
が
、
安
定
し
た
状
態
を
維
持

し
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
激
変
し
て

き
た
。

一
例
と
し
て
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル

・
ア
ー

ス

（全
球
凍
結
）
」
と
い
わ
れ
地
球
の
表
面
全

体
が
凍
結
し
た
こ
と
が
何
回
も
あ
る
し
、
ご
く

最
近
の
四
十
万
年
で
も
、
現
在
よ
り
二
度
以
上

の
高
温
に
な
っ
た
時
期
が
四
回
も
あ
る
。
さ
ら

に
最
近
の
二
千
年
間
で
も
二
百
年
程
度
の
間
隔

で
寒
暖
を
繰
返
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
自
然
現
象
の
影
響
で
あ
る
が
、
現

在
、
問
頼
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
よ
り
も

~
 

一
度
以
上
低
温
で
小
氷
河
期
と
名
付
け
ら
れ
て

い
る
十
七
世
紀
以
後
、
気
温
は
上
昇
一
方
（
図

1
)
で
、
こ
れ
は
人
間
活
動
の
影
響
に
よ
る
と

い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
太
陽
黒

点
の
増
減
の
影
響
、
地
軸
の
傾
斜
角
度
の
微
動

な
ど
自
然
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

意
見
は
存
在
す
る
が
、
最
近
で
は
人
間
活
動
を

主
因
と
す
る
意
見
が
主
流
に
な
っ
て
き
た
。

ど
の
よ
う
な
人
間
活
動
か
に
つ
い
て
も
確
定

し
た
根
拠
は
な
い
が
、
現
状
で
は
人
間
が
産
業

活
動
や
日
常
生
活
で
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
を

中
心
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
影
響
と
い
う
学

説
が
一
般
で
あ
る
。
地
球
の
表
面
へ
は
太
陽
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
入
す
る
が
、
大
気
が
存

在
し
な
け
れ
ば
大
半
は
再
度
、
宇
宙
へ
放
射
さ

れ
蓄
積
さ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
大
気
が
存
在
す

る
と
エ
ネ
ル
ギ
—
が
蓄
積
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ

ス
が
蓄
積
を
増
加
さ
せ
る
。

こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
代
表
が
二
酸
化
炭
素

で
あ
り
、
人
間
の
活
動
に
よ
る
放
出
傾
向
を
調

査
す
る
と
十
九
世
紀
中
頃
か
ら
急
増
し
て
き
た

こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
中
に
蓄
積
さ

れ
て
き
た
石
炭
や
石
油
を
発
掘
し
産
業
活
動
や

日
常
生
活
で
燃
焼
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
以

後
、
長
期
に
二
八

0
p
p
m
(
1
0
0
万
分
の

-
）
で
維
持
さ
れ
て
き
た
二
酸
化
炭
素
濃
度
が

急
速
に
増
加
し
、
最
近
で
は
四

0
0
p
p
m
に

森
林
火
災
で
草
木
が
燃
焼
す
れ
ば
二
酸
化
炭

素
が
排
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
空
中
に
存
在
し

て
い
た
二
酸
化
炭
素
を
植
物
が
光
合
成
に
よ
っ

て
枝
葉
に
固
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

が
燃
焼
に
よ
り
空
中
に
排
出
さ
れ
て
も
、
二
酸

化
炭
素
の
総
量
は
一
定
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
カ

ー
ボ
ン

・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
い
う
。
と
こ
ろ

が
地
中
の
化
石
燃
料
を
燃
焼
す
れ
ば
、
空
中
に

存
在
し
な
か
っ
た
二
酸
化
炭
素
を
放
出
す
る
た

自
然
環
境
が
処
理
で
き
な
い
二
酸
化
炭
素

ま
で
到
達
し
た
（
図
2
)
。

図 2 二酸化炭素濃度 (ppm)
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め
、
総
量
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

石
炭
や
石
油
の
利
用
が
少
量
で
あ
っ
た
時
代

に
は
森
林
や
海
中
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
吸

収
し
て
循
環
可
能
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
人

間
の
活
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
が

急
増
し
て
き
た
た
め
、

一
割
を
森
林
が
、
三
割

を
海
洋
が
吸
収
し
て
い
る
も
の
の
、
六
割
は
空

中
に
滞
在
し
た
ま
ま
で
、
自
然
の
循
環
で
は
処

理
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
（
図
3
)
。
そ

の
結
果
、
大
気
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
急
激
に

上
昇
し
て
き
た
。

化
石
燃
料
の
使
用
を
制
限
せ
ず
、
現
状
の
傾

向
で
増
大
し
て
い
く
と
仮
定
す
る
と
、
現
在
四

図 3 炭素の循環
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図 4 大気温度の目標 (2000=0)
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21
で
目
標
と
対
策
を
決
定
し
た
の
が
「
パ
リ
協

定
」
で
あ
る
。
ま
ず
今
世
紀
末
の
目
標
を
産
業

革
命
以
前
の
気
温
よ
り
二
度
上
昇
に
抑
制
す
る
。

産
業
革
命
を
起
点
と
す
る
の
は
、
化
石
燃
料
の

本
格
利
用
が
開
始
さ
れ
た
時
期
と
い
う
理
由
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
す
で
に

一
度
は
上
昇

し
て
い
る
か
ら
、
今
後
八
十
年
間
で

一
度
の
上

昇
に
抑
制
す
る
こ
と
に
な
る
（
図
4
)
。

そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使
し

て
産
業
活
動
や
日
常
生
活
で
排
出
す
る
二
酸
化

炭
素
を
減
少
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
は

年
間
三
三

0
億
ト
ン
程
度
で
あ
る
が
、
制
約
せ

ず
放
置
し
て
い
け
ば
、
八
十
年
後
に
は
年
間
一゚

゜
2
 ゜

8
 

ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン

2100 

0
0
p
p
m
で
あ
る
空
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度

は
八
十
年
先
の
今
世
紀
末
に
は
三
倍
の
ー
ニ
〇

0
p
p
m
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
大
気
温
度
は

四
度
上
昇
し
、
そ
の
影
響
で
海
水
が
膨
張
し
て

海
面
は
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
手
段
は
人
間
の
活
動
に
よ

っ

て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
こ
と

し
か
な
い
。

大
胆
な
ゼ
ロ

・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

そ
こ
で
二

0
一
五
年
十
二
月
に
世
界
の
＿
九

六
カ
国
が
パ
リ
に
集
合
し
て
開
催
し
た

C
o
p
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図 6 二酸化炭素排出比率 (2015)
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三
0
0億
ト
ン
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
二

0
二
0
年
頃
を
頂
点
に
減
少
さ
せ
る
対
策
を
推

進
し
、
八
十
年
後
に
は
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ

ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
実
現
し
よ
う
と
い
う

の
が
パ
リ
条
約
で
あ
る
（
図
5
)
。

現
在
、
世
界
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
最
大

の
国
家
は
中
国
（
二
八
•

四
％
）
、
二
位
が
ア

メ
リ
カ
(
-
五

•

四
％
）
、
以
下
、
イ
ン
ド
（
六

•
四
％
）、
ロ
シ
ア
（
四

·
八
％
）
、
日
本
〈三

•

五
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
だ
け
で
六

割
で
あ
る
か
ら
、
必
死
の
努
力
を
す
る
必
要
が

あ
る
（
図
6
)。
と
こ
ろ
が
周
知
の
よ
う
に
、
昨

年
六
月
に
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
協
定
か
ら
離

そ
れ
以
外
に
も
切
迫
す
る
環
境
問
題

脱
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
自
国
の
化
石
燃
料

産
業
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
地
球
の
気
温
上
昇
は
人
間

活
動
の
影
響
よ
り
も
、
太
陽
磁
場
の
変
化
な
ど

自
然
現
象
の
影
響
が
左
右
し
て

い
る
と
主
張
す

る
学
者
は
存
在
す
る
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
の
パ
リ
協
定
ら
の
離
脱
の
方
針
を
完
全
に
間

違
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
二
〇
＿
五

年
に
国
際
連
合
に
加
盟
す
る
す
べ
て
の
国
家
が

締
結
し
た
協
定
を
破
棄
す
る
の
は
、
地
球
の
危

機
よ
り
は
自
身
の
危
椴
が
重
要
と
批
判
さ
れ
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
球
環
境
問
題
は
大
気
の
温
度
の

上
昇
だ
け
で
は
な

い
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
所
長
の
J

・
ロ
ッ
ク

ス
ト
ロ
ー
ム
は
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー

・
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー

（地
球
の
限
界
）
」
と
い
う
研
究
を
主
導

し
て
、
こ
こ
ま
で
説
明
し
て
き
た
気
候
変
動
以

外
に
、
生
物
絶
滅
の
加
速
、
淡
水
の
危
機
、
新

規
化
学
物
質
の
蔓
延
、
窒
素
・
リ
ン
の
汚
染
な

ど
を
地
球
環
境
に
危
機
を
も
た
ら
す
要
因
と
し

て
列
挙
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
危
機
を
金
銭
の
損
得
で

し
か
理
解
で
き
な
い
人
々
に
説
明
す
る
数
字
が

あ
る
。
日
本
の
森
林
の
価
値
を
林
業
と
い
う
経

済
の
視
点
で
計
算
す
る
と
四
六

0
0億
円
程
度

で
あ
る
。

一
方
、
森
林
が
土
砂
災
害
を
防
止
す

る
機
能
、
水
源
を
維
持
す
る
機
能
、
生
物
環
境

を
保
全
す
る
機
能
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る

機
能
な
ど
公
益
機
能
と
総
称
さ
れ
る
役
割
を
金

銭
に
換
算
す
る
と
、
七
0
兆
円
に
な
る
。
百
五

十
倍
以
上
の
価
値
で
あ
る
。

地
球
の
自
然
環
境
全
体
の
公
益
機
能
を
同
様

の
手
法
で
計
算
す
る
と
一
京
三

0
0
0兆
円
に

な
る
。
こ
れ
は
現
在
の
世
界
各
国
の
国
内
総
生

産
額
の
合
計
八

0
0
0兆
円
の
一
・
六
倍
に
な

る
。
世
界
の
経
済
社
会
は
森
林
を
伐
採
し
、
浅

瀬
を
干
拓
し
、
草
原
を
開
拓
す
る
と
い
う
自
然

環
境
の
破
壊
を
代
償
に
し
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
。
し
か
し
発
展
の
速
度
が
加
速
し
、
自
然
環

境
に
余
裕
が
な
く
な
り
、
経
済
社
会
に
反
撃
し

は
じ
め
た
の
が
現
在
で
あ
る
。

四
十
六
億
年
の
地
球
の
歴
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
に
生
息
し
て
い
た
主
要
な
生
物
に
よ
っ

て
地
質
年
代
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

一
万
二
千

年
前
に
最
終
氷
期
が
終
了
し
、
以
後
は
温
暖
な

「
完
新
世
」
に
な
り
、
人
類
は
繁
栄
し
て
き
た
が
、

そ
の
繁
栄
が
地
球
環
境
に
地
質
学
的
な
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
後
世
、
人
類
が
存
続
し
て

い
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
自
然
で
は
な
く

人
間
が
環
境
を
変
化
さ
せ
た
「
人
新
世
」
と
い

う
名
称
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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